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ウラルカンゾウ
 Glycyrrhiza uralensis Fisher（山梨県甘草屋敷由来）
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　甘草屋敷（山梨県甲州市塩山）由来ウラルカンゾウ　Glycyrrhiza  uralensis  Fisher
（マメ科カンゾウ属）のバイオ苗の筒栽培．

　原 産 地：中国東北部・モンゴル・ロシア・イラン他

　　　　　　淡い紫色の花を咲かせるマメ科の多年生草木

古くから洋の東西をいわず薬用として知られており，奈良時代には遣

唐使によって日本に紹介され，正倉院には当時のものが現存する．

　主な薬効：去痰・鎮咳・消化性潰瘍薬・抗炎・抗アレルギー・緩下などに作用

　薬用部位：根　及び　ストロン

　生薬性状：秋に2・3年生の根を掘り取り陽乾，甘味が強く苦味の少ないもので，

　　　　　　質が堅く充実し黄色がつよいものが良品とされる．



見本園と温室
玄海町薬用植物栽培研究所チャングムの本草学

全景シュロソウ

津波に耐えたハマボウフウ
（宮城県名取市 5月中旬）

絶滅危惧植物
ハヤチネウスユキソウ

（独）医薬基盤研究所
種子島研究部の開花ハマボウフウ

新彊ウイグル附子

アオヤギソウ

ウイグル族生活様式新彊医科大学の全景と町並みハナトリカブト（品種名：メリーブルー）

カラハナソウホップ栽培（山形県長井市）甘草栽培風景　新日本製薬㈱

奄美大島帯果ハマボウフウ
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